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センター実習生３人、上鶴間地域包括支援センター実習生１
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公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 １人 

公開不可・一部不可の

場合は、その理由   

会議次第 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 議 題 

（１）相模大野駅周辺の今後のまちづくりについて 

（２）令和６年度 大野南地区まちづくり会議 活動報告について 

（３）令和７年度 まちづくり会議の開催日程について 

４ その他 

（１）各団体からの地域事業やイベント等の情報交換について 

 

５ 閉 会 

 



経  過 
主な内容は次のとおり。 

（●は委員の発言、□は事務局の発言、◇はその他各課・機関の発言） 

 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ 

大木会長のあいさつの後、見学者４名が参加することについて大木会長より報告が

あり、大野南地域包括支援センターの実習生３名及び上鶴間地域包括支援センターの

実習生１名の自己紹介が行われた。 

３ 議 題 

（１）相模大野駅周辺の今後のまちづくりについて 

◆コリドー街の環境整備について【都市整備課】 

資料「コリドー街の環境整備」によりコリドー街の路面等改修計画の説明が、参考資

料１「まちづくり会議等からいただいたご質問への回答」及び参考資料２「相模大野

駅周辺の修繕予定箇所」により補足説明がなされた。 

《主な意見・質疑等》 

●工事期間中にコリドー街でイベントを計画している。（岩間委員） 

◇コリドー街では多くのイベントが行われていると承知している。工事期間中であっ

ても開催に影響がないよう配慮する。 

●改修後も地下埋設物の修繕等でコリドー街の路面を掘削する機会があると思うが、

その場合には、アスファルトで覆うだけの対応ではなく、今回再整備で行われるよう

な路面に復旧されるのか、（新村委員） 

◇現況復旧を行うことが原則であるため、コリドー街再整備後に行われる掘削等によ

る復旧は、今回示したストリートプリントを施工することとなる。 

●参考資料１によると、今回対象となっていない歩道の改修は今後検討するとなって

おり、これまでの対応より一歩進んだと思っている。その上で検討状況については期

限を設けて報告をいただきたい。（大木会長） 

◇事業の主管となる南土木事務所ともしっかり協議し、次回検討状況を報告したい。 

 

◆プラウドタワー相模大野クロスの工事状況等について【野村不動産（株）】 

工事の進捗状況や販売状況、商業のリーシング状況等について説明がなされた。 

・工事進捗は予定通り進んでおり、令和７年１１月竣工、令和８年１月末には引き渡

し開始できる見込み。 



・全６８５戸中、約半数の販売を完了。 

・商業スペースのテナント等は、令和８年４月には順次オープンできる見込み。 

・テナントの予定としては、１階部分にはスーパー「（仮称）マックスバリュエクス

プレス相模大野店」が確定、２階の各区画には地域貢献施設である保育関係施設の

ほか、クリニック系、物販・小売り、サービス業、飲食店を想定。一部相談を進め

ている。 

・にぎわい広場や広場に設置するデジタルサイネージの運営を行うＪＣＯＭ（株）と

は、運営に関するルール作りなど、具体的な相談が進んでいる。また、別途計画が

進んでいる相模大野中央公園（以下「中央公園」という。）に設置するタリーズコ

ーヒージャパン（株）とも、各種調整を進めている。 

《主な意見・質疑等》 

●にぎわい広場は、地域でも利用できるようになるのか。（渋谷委員） 

◇現在、地域の皆さんにも利用していただけるように配慮しつつ、利用に関するルー

ルの整備などを進めている。 

●公共歩廊が利用できるようになるのはいつ頃か。（河内委員） 

◇公共歩廊は令和８年度１月末に開通できる予定。 

●相模大野駅（ペデストリアンデッキ）からコリドー通り、コリドー通りから季節の

橋・公共歩廊への上下する導線に、階段又はエスカレーターしか方法がなく、ベビー

カー利用者などが利用しやすいような配慮を。（角田委員） 

◇季節の橋に昨年設置された階段に隣接した野村不動産（株）の敷地内にはエレベー

ターを設置する。また、公共歩廊には、まちづくり会議からの要望をうけ屋根を設置

し、ベビーカー利用者等へ配慮を行っている。 

●マンション入居者への自治会加入への働きかけや、民生委員・児童委員の活動に配

慮を。（岡城委員） 

◇自治会設立や参加への働きかけについては、まちづくりセンターを通して大野南地

区自治会連合会と相談を行っている。また、民生委員・児童委員の設置等についても

承知しており、今後まちづくりセンターを通して調整を行う予定。 

●当該マンションの工事関係車両と思われる大型車両が、相模大野南口側の南大野小

学校通学路を通行しており、大変心配している。徐行するなど気を配っていただいて

いるようだが、できるだけ幹線道路など大きな道を利用するなど、安全対策について

今一度確認してほしい。（天野委員） 

◇大型車両の通行については意見をいただいている。工事主体事業者とも注意が必要

なチェックポイントなどは共有しているが、改めて確認し注意喚起を行う。 

 

（２）令和６年度 大野南地区まちづくり会議 活動報告について 

 資料１に基づき、大木会長から説明を行った。 



《主な意見・質疑等》 

特になし。 

 

（３）令和７年度 まちづくり会議の開催日程について 

資料２に基づき、大木会長から説明を行った。 

《主な意見・質疑等》 

特になし。 

 

４ その他 

（１）各団体からの地域事業やイベント等の情報交換について 

●３月４日（火）１１時から、コリドー通りで谷口台小学校６年２組が総合学習で新

シンボルマークとともに作成した、コリドー街のシンボルソングのお披露目ライブを

開催。（谷口台小学校 大木委員） 

●３月７日（金）に卒業式、４月８日（火）に入学式を相模女子大グリーンホールで

行う。（学校法人相模女子大学 速水委員） 

●３月１４～２３日に、３６店舗が参加して「第６回相模大野カレーフェスティバル

２０２５」を開催。３月２０日にはサンデッキ相模大野でガチャイベントを実施。（女

子大通り商工振興会 河内委員） 

●３月２３日（日）１１時～１６時、南新町商店街で「相模大野太鼓祭り 第１７回 

鶴の恩返し」を開催する。和太鼓・御神輿を堪能できる。（相模大野南新町商店街振

興組合 岩井委員） 

●相模大野駅周辺商店会連合会等がシティセールスとして作成している小冊子「まる

ごとオーノ」を３月に発行する。年に２回発行、商店街店舗で配布している。（女子

大通り商工振興会 河内委員） 

●５月２５日（日）コリドー通りで、「酒楽祭-sake festival-」を開催。秋のワイン

に続き、昨年の春と同様日本酒の試飲会などのイベント。（相模大野北口商店会 角

田委員） 

●ボーノ会から（ボーノ会 三澤委員） 

・ボーノ横丁で、「春のちょうちんフェスティバル」を開催。谷口台小学校の児童が

墨流しの技法で染めた紙で提灯を作成。（ボーノ会 三澤委員） 

・１２周年を迎えるボーノショッピングセンターでは、戦略的にテナントの入れ替え

を行っている。各世代の人口が増えていく地域性に合わせ、今後１年ほどはファミリ

ー層をターゲットにしたイベントなどをトライアル実施していく。 



 

□まちづくりセンターから情報提供 

・３月１日（土）に南区合同庁舎３階講堂で、配布した資料「相模大野中央公園の改

修に係る地域住民説明会のご案内」のとおり、今後の魅力向上に向けた取組内容につ

いて、地域住民への説明会を実施すると公園課から案内があった。まちづくり会議委

員にも参加をしてほしいとのこと。 

・３月２２日（土）１０時～１４時、中央公園で「相模大野中央公園防災フェア」を

開催すると、中央公園の指定管理者より情報提供があった。 

・神奈川県総務局総務室より「高相合同庁舎除却工事 工期延長のお知らせ」のとお

り情報提供があった。周辺住民へは直接ポスティングによりお知らせするとのこと。 

 

 

 

 

５ 閉 会 

 

 

以 上 

 



大野南地区まちづくり会議委員出欠席名簿 

◎：会長、○：副会長（出席者１８名  欠席者５名） 

No 団体名 団体での役職 氏名 出欠席 

1 大野南地区自治会連合会 会 長 ◎大木 恵 出席 

2 大野南地区自治会連合会 副会長 ○金澤 秀信 出席 

3 大野南地区自治会連合会 副会長 ○中村 洋子 欠席 

4 大野南地区自治会連合会 副会長 瀨戸 量平 出席 

5 大野南地区自治会連合会 監 事 岩本 典裕 出席 

6 大野南地区社会福祉協議会 会 長 ○渋谷 典彦 出席 

7 大野南地区民生委員児童委員協議会 会 長 岡城 孝雄 出席 

8 女子大通り商工振興会 会 長 河内 文雄 出席 

9 相模大野北口商店会 副会長 角田 安弘 出席 

10 相模大野銀座商店街振興組合 理事長 岩間 実 出席 

11 相模大野南新町商店街振興組合 理事長 ○岩井 大輔 出席 

12 ボーノ会 会 長 三澤 崇典 出席 

13 医療法人社団仁恵会黒河内病院 事務局長 後藤 一郎 欠席 

14 相模原市立谷口台小学校(ＰＴＡ) 校長 大木 真理 出席 

15 相模原市立南大野小学校ＰＴＡ 会 長 天野 佑亮 出席 

16 相模原市立谷口中学校ＰＴＡ 会 長 稲垣 孝志 欠席 

17 学校法人相模女子大学 常務理事 ○速水 俊裕 出席 

18 大野南地区老人クラブ連合会 会計 岩永 征四郎 出席 

19 相模原市立大野南公民館 館 長 島田 欣一 欠席 

20 相模原市立上鶴間公民館  館 長 三條 朋美 欠席 

21 大野南地域包括支援センター センター長 昆 恵 出席 

22 上鶴間地域包括支援センター センター長 古荘 祥子 出席 

23 経験有識者 - 新村 玲子 出席 

24 公募  欠員 - 

25 公募  欠員 - 

 



大野南地区まちづくり会議 第６回全体会 次第 
 

日 時 令和７年 ２月１８日（火） 

                         午後２時から 

                     場 所 南区合同庁舎３階 講堂 

 

１ 開 会 
 
 
２ あいさつ 
 
 
３ 議 題 

（１）相模大野駅周辺の今後のまちづくりについて（都市整備課） 

（２）令和６年度 大野南地区まちづくり会議 活動報告について ・・・資料 １ 

（３）令和７年度 まちづくり会議の開催日程について        ・・・資料 ２ 

 
 
４ その他 

（１）各団体からの地域事業やイベント等の情報交換について 

 
 
５ 閉 会 

今後のまちづくり会議の開催予定（会場：南区合同庁舎３階 講堂） 

 令和７年度 
〇第１回 役員会：令和７年 ５月２８日（水） 午前１０時から 

【令和６年度の旧役員による会議となります。】 

 

〇第１回 全体会：令和７年 ６月１０日（火） 午後 ２時から 

【令和７年度の新委員による会議となります。】 



大野南地区まちづくり会議委員名簿 

                    ◎：会長、○：副会長（令和６年６月１８日現在：敬称略） 

No 団体名 団体での役職 氏名 備考 

1 大野南地区自治会連合会 会 長 ◎ 大木 恵  

2 大野南地区自治会連合会 副会長 ○ 金澤 秀信  

3 大野南地区自治会連合会 副会長 ○ 中村 洋子  

4 大野南地区自治会連合会 副会長 瀨戸 量平  

5 大野南地区自治会連合会 監 事 岩本 典裕  

6 大野南地区社会福祉協議会 会 長 ○ 渋谷 典彦  

7 大野南地区民生委員児童委員協議会 会 長 岡城 孝雄  

8 女子大通り商工振興会 会 長 河内 文雄  

9 相模大野北口商店会 副会長 角田 安弘  

10 相模大野銀座商店街振興組合 理事長 岩間 実  

11 相模大野南新町商店街振興組合 理事長 ○ 岩井 大輔  

12 ボーノ会 会 長 三澤 崇典  

13 医療法人社団仁恵会黒河内病院 事務局長 後藤 一郎  

14 相模原市立谷口台小学校(ＰＴＡ) 校長 大木 真理  

15 相模原市立南大野小学校ＰＴＡ 会 長 天野 佑亮  

16 相模原市立谷口中学校ＰＴＡ 会 長 稲垣 孝志  

17 学校法人相模女子大学 常務理事 ○ 速水 俊裕  

18 大野南地区老人クラブ連合会 会計 岩永 征四郎  

19 相模原市立大野南公民館 館 長 島田 欣一  

20 相模原市立上鶴間公民館  館 長 三條 朋美  

21 大野南地域包括支援センター センター長 昆 恵  

22 上鶴間地域包括支援センター センター長 古荘 祥子  

23 経験有識者 - 新村 玲子  

24 公募 - 欠員  

25 公募 - 欠員  

 



凡例

舗装①直線部

舗装②交差点部

舗装③横断歩道・路面標示部

アーケード柱（36本）

マンホール蓋替え（11箇所）

(舗装面積合計　約940㎡）



＜その他＞

▶焼却灰や焼却残渣の建設資材への利用
について

今回の路面改修工事は、一般廃棄物の溶融固
化物（スラグ）入りアスファルト合材を指定資材と
して発注予定です。
なお、市が発注するアスファルト舗装の工事に

は、スラグを骨材の一部として生成したスラグ入
りアスファルト合材の使用が原則となっています。
（特殊な舗装や、小規模（２００㎡未満）の工事を除く。）

【参考資料１】

これまでまちづくり会議等から頂いた御質問への回答
令和7年2月18日

相模原市

▶歩道の改修について
歩道は、市の財政状況等から今回の対象では

ありませんが、地域の皆様の御意見を踏まえ、今
後、改修について検討します。
なお、歩道は、平成２６年度から平成２８年度ま

で、一部改修を実施していますので、平成2年の
整備以降、全面的な改修を実施しておらず、路面
の凹凸解消の必要性が高い車道部の改修を行い
ます。

▶石を散布した舗装について

石を散布した舗装は、安全面の課題※２がある

ことから、今回は、カラーアスファルト舗装（スト
リートプリント等）を選定しています。

※2 石を散布した舗装は、アスファルト舗設後に石を
散布しローラーで踏みつぶすので、アスファルト
舗装と比べ、路面に凹凸ができてしまいます。ま
た、経年劣化で、車両が通行する際に石が飛ぶな
どの課題があります。

▶路面の改修方法について

（参考）
通常のアスファルト舗装

カラーアスファルト舗装
（ストリートプリント）

イメージ
図

約６，４００万円約８，２５０万円概算額

・最も経済的な整備手法

・景観は大幅に変化。

・通常のアスファルト舗装であり、補修等の維持
管理はしやすい。

・景観に配慮した整備手法（デザイン＋カラー）

・アスファルト舗装に着色剤を塗布することで、
耐用年数は通常のアスファルトより長くなる。

・補修は、通常のアスファルトよりもコストがか
かる。
→小規模の場合は、通常のアスファルト合材での補

修とするなど、規模等に応じ、都度修繕方法は検
討します。

特徴

・安全で快適な歩行環境を確保するため、現状の舗装よりも凹凸が少なく、かつ景観
に配慮したデザイン性のあるカラーアスファルト舗装（ストリートプリント等）とします。
・整備費用や補修にかかる費用は、通常のアスファルトの方が安価です。
・一方で、耐用年数※１は、アスファルトの耐久性を増加させる着色剤を塗布するカラー
アスファルト（ストリートプリント）の方が、通常のアスファルトよりも長くなります。

※１一般的なアスファルト舗装道路の法定耐用年数は、１０年となっています。
（この数値はあくまで標準的な期間で、実際の耐用年数はメンテナンス方法や使用状況等により異なります）

出典：ストリートプリント工業会パンフレット

東京都港区新橋

施工直後
（平成２３年８月施工）

施工後１１年経過
（令和４年１０月撮影）

（参考）ストリートプリントの経年写真
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【参考資料２】
「相模原市道路施設長寿命化修繕計画」及び「相模原市橋りょう長寿命化修繕計画」に位置付けられている

相模大野駅周辺の修繕予定箇所

『相模原市公共施設等の総合的・計画的な管理に関する基本的な考え方』及び『相模原市土木施設維持管理基本方
針』の考え方に基づき、以下の計画を策定しており、相模大野駅周辺の修繕予定箇所は下図のとおりです。

１ 「相模原市道路施設長寿命化修繕計画」
（改訂版Ｒ４．３)
【対象】道路施設（舗装、トンネル、洞門、横断施
設、ペデストリアンデッキ、交通安全施設、のり
面工・土工構造物）

1-① 相模大野立体交差
主な修繕内容：ひび割れ注入工

1-② 相模大野駅北口ペデストリアンデッキ
主な修繕内容：橋面防水等

２ 「相模原市橋りょう長寿命化修繕計画」
（第２回改定版Ｒ４．３）
【対象】橋りょう施設

2-① 季節の橋
主な修繕内容：断面修復工等

2-② サンデッキ相模大野
主な修繕内容：塗装塗替工等

2-① 季節の橋
⇒令和８年度に実施予定

1-② 相模大野駅北口
ペデストリアンデッキ

⇒今年度実施中

１-① 相模大野立体交差
⇒令和７年度に実施予定

2-② サンデッキ相模大野
⇒小田急電鉄との協議中

令和１０年度以降の実施となる予定

【その他】
駅南口駅前広場（一部）

⇒今年度、インターロッキングブロック
舗装の修繕を実施




